


※1 『４．土砂の底質分析』に記載の、対象試験を実施する。

※2 『５．土砂の性状確認』に記載の、土質性状試験を実施する。

※3 『６．土砂の品質確認』に記載の、品質監視員による観察を実施する。

※4 覆砂材については、性状は粒径が小さい粘土・シルト分15％以下とし、数量は投入土量の8％程度

とする。但し、掘削土砂が覆砂として認められる場合は不要とする。

１．業務内容
大阪湾の海域環境改善に寄与することを目的に、窪地修復を実施しております。

直轄事業や地方公共団体など公共性が高いと認められた事業から発生する浚渫土砂等を受入れ、

将来にわたって安定した土砂の供給を行います。

◆施工前 ： 年度毎の土砂投入の工程及び投入箇所の調整、関係者との事前調整や船舶の動

静把握、投入予定土砂の底質分析、土砂の性状確認

◆施工中 ： 施工監督、水質監視、投入土砂の底質分析・品質確認

◆施工後 ： 窪地内の環境モニタリング及び海底地形測量結果の情報共有

浚渫（掘削）場所での関係者調整並びに投入予定土砂の底質分析、土砂の性状確認、磁気探査等

は申請者側で対応となります。

２．受付条件
公共性が高いと認められた事業とする。

（過去の実績 ： 大阪港北港南地区、堺泉北港助松地区、堺泉北港汐見地区、和歌山下津港本港

地区、加古川高砂地区、高松港朝日地区、武庫川、関西電力関連事業、大和川（堺

泉北港北泊地））

３．受入れまでのスケジュール （受託事業の場合）

＜事前審査＞ 【申請者側で対応】

・依頼者は、施工概要（場所、土量、時期、公共性が確認できるもの）、土砂の底質分

析（事前調査）※1 の結果を事務局に提出

支援協議会等による審議 窪地投入不可

不適合

適合

【支援協議会で対応】費用は申請者側で負担。

・発注手続き

・施工監督（浚渫～運搬～投入）

・水質監視（１回／週）（施工前・中・後）

・土砂の底質分析（施工中、施工後） ※1

・土砂の品質確認 ※3

・購入土砂（砕砂）で覆砂を実施 ※4

＜予算要求＞ 【支援協議会で対応】

支援協議会等による審議（工事工程）

（1年目）

（3年目）

【申請者側で対応】

・浚渫（掘削）場所での関係者調整

・施工前に施工箇所の、土砂の底質分析（施工前）※1 、土砂の性状確認 ※2 、磁

気探査等を実施し、事務局に提出。

窪地への土砂の投入までには期間を要しますので、スケジュール管理にご注意下さい。

（2年目）

毎
年
実
施



４．土砂の底質分析
受入れ可能な土砂の品質確保のため、「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律」を基本とし、それ以外の

項目は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」や「ダイオキシン類を含む水底土砂の取扱いに関する指針」などの

基準を参考に、以下のとおりの底質分析試験を実施し、事務局へ提出願います。

但し、泥土、建設汚泥、処理剤等による改良土、廃棄物混じり土、汚染土は対象外とします。

※1 ダイオキシン類を含む水底土砂の取扱いに関する指針 ※2 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

※3 底質の暫定除去基準について 河川及び湖沼の場合、海域は海域毎に算出

※4 ダイオキシン類による大気の汚染、水質の汚濁（水底の底質の汚染を含む。）及び土壌の汚染に係る環境基準

※5 阪南4・6区の窪地への投入時には、当該2項目を加えて実施（No.38油分、No.39強熱減量(含有率)）。

※6 施工中の項目については、揮発性の高い12項目※7 と、事前調査及び当該年度の施工前より数値が定量下限値未満を除

く項目とする。（溶出量基準・含有量基準の39項目を対象とする。ただし、ダイオキシン類、強熱減量は対象外とする。）

※7 揮発性の高い12項目（No.13,14,19～26,30,32）は施工中の必須項目とし、施工後は実施しない。

５．土砂の性状確認 （施工前）

投入土砂の海域環境への影響を考

慮しているため、一般性状、富栄養化

性状に関する項目の試験について提

出をお願いしています。

施工前に１回実施して、事務局へ提

出願います。

事前調査

施工前

施工中

施工後

： 新規事業の際に、施工開始の前年度までに当該地区の底質試験を実施する。

： 毎年、施工開始前に施工範囲の底質試験を実施する。

： 工事で投入する土砂について、1万ｍ3に1回ごとに土砂を採取し、底質試験を実施する。

： 施工中にて採取した土砂を混合して1供試体を作成し、底質試験を実施する。

事前調査 施工前 施工中 施工後
1 アルキル水銀化合物 検出されないこと 〇 〇 〇
2 水銀又はその化合物 0.005mg/L以下 〇 〇 〇
3 カドミウム又はその化合物 0.1mg/L以下 〇 〇 〇
4 鉛又はその化合物 0.1mg/L以下 〇 〇 〇
5 有機りん化合物 1mg/L以下 〇 〇 〇
6 六価クロム化合物 0.5mg/L以下 〇 〇 〇
7 ひ素又はその化合物 0.1mg/L以下 〇 〇 〇
8 シアン化合物 1mg/L以下 〇 〇 〇
9 ポリ塩化ビフェニル（PCB） 0.003mg/L以下 〇 〇 〇
10 銅又はその化合物 3mg/L以下 〇 〇 〇
11 亜鉛又はその化合物 2mg/L以下 〇 〇 〇
12 ふっ化物 15mg/L以下 〇 〇 〇
13 トリクロロエチレン 0.3mg/L以下 〇 〇 〇※7 ※7

14 テトラクロロエチレン 0.1mg/L以下 〇 〇 〇※7 ※7

15 ベリリウム又はその化合物 2.5mg/L以下 〇 〇 〇
16 クロム又はその化合物 2mg/L以下 〇 〇 〇
17 ニッケル又はその化合物 1.2mg/L以下 〇 〇 〇
18 バナジウム又はその化合物 1.5mg/L以下 〇 〇 〇
19 ジクロロメタン 0.2mg/L以下 〇 〇 〇※7 ※7

20 四塩化炭素 0.02mg/L以下 〇 〇 〇※7 ※7

21 1,2-ジクロロエタン 0.04mg/L以下 〇 〇 〇※7 ※7

22 1,1-ジクロロエチレン 1mg/L以下 〇 〇 〇※7 ※7

23 シス-1,2-ジクロロエチレン 0.4mg/L以下 〇 〇 〇※7 ※7

24 1,1,1-トリクロロエタン 3mg/L以下 〇 〇 〇※7 ※7

25 1,1,2-トリクロロエタン 0.06mg/L以下 〇 〇 〇※7 ※7

26 1,3-ジクロロプロペン 0.02mg/L以下 〇 〇 〇※7 ※7

27 チウラム 0.06mg/L以下 〇 〇 〇
28 シマジン 0.03mg/L以下 〇 〇 〇
29 チオベンカルプ 0.2mg/L以下 〇 〇 〇
30 ベンゼン 0.1mg/L以下 〇 〇 〇※7 ※7

31 セレン又はその化合物 0.1mg/L以下 〇 〇 ※6 〇
32 1,4-ジオキサン 0.5mg/L以下 〇 〇 〇※7 ※7

33 ダイオキシン類 ※1 10pg-TEQ/L以下 〇 〇 〇
38 油分 ※2、※5 15mg/L以下 〇※5 〇※5 〇※5

34 水銀又はその化合物 ※3 25mg/kg以下(参考) 〇 〇 〇
35 ポリ塩化ビフェニル（PCB）※3 10mg/kg以下 〇 〇 〇
36 有機塩素化合物 40mg/kg以下 〇 〇 〇
37 ダイオキシン類(含有濃度) ※4 150pg-TEQ/g以下 〇 〇 〇
39 強熱減量(含有率) ※5 20％以下 〇※5 〇※5 〇※5

※6
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※6

※6
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№ 項目

№ 試験項目 試験方法
① 全窒素 底質調査方法 4.6 硫化物
② 全リン 底質調査方法 4.7 過マンガン酸カリウムによる酸素消費量
③ COD 底質調査方法 4.8.1 全窒素
④ フェオフィチン 底質調査方法 4.9.1 全りん
⑤ 硫化物 底質調査方法 4.10 全有機炭素（TOC）
⑥ 全有機炭素 環境測定分析法註解第3巻 日本環境測定分析協会 19.2に準拠
⑦ 土粒子密度 JIS A 1202：土粒子の密度試験方法
⑧ 含水比 JIS A 1203：土の含水比分析方法
⑨ 粒度組成 JIS A 1204：土の粒度試験方法
⑩ 液性限界 JIS A 1205：土の液性限界・塑性限界試験方法
⑪ 塑性限界 JIS A 1205：土の液性限界・塑性限界試験方法
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